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学位論文内容の要旨 

精神科デイケアを利用しながら地域で生活する統合失調症者を対象に内面化したスティグマ

（internalized stigma: IS）と SOC（sense of coherence: 首尾一貫感覚）およびパーソナルリカ

バリー（personal recovery: PR）の関連を検討した。郵送による質問紙調査を行い、270 名への配

付のうち 149 名から返答があり、140 例を分析対象とした。IS が PRに、SOC が IS、PR それぞれ

に影響を与えるという仮説モデルを設け、構造方程式モデリングにより検討した。モデル適合度は

概ね妥当であり、SOC は直接 PR を促すのではなく、IS の影響を軽減することで PR を促進すると

考えられた。支援者は、自身の支援内容を振り返るとともに、活動を通して当事者が自身の経験を

振り返る機会をもち、グループ内でその経験を共有できるようにしていくことで、統合失調症者の 

IS の軽減および SOC の向上へとつながり、PR が促進される可能性が示唆された。 

 

論文審査結果の要旨 

本学位論文は、統合失調症に焦点を当て健康生成モデルを参照とし、Sense of coherence, 

internalized stigmaとpersonal recoveryの3つの概念の関連性を検証し、新たな構造モデルとして検

討する内容である。Personal recoveryを促すうえで、他の2つの概念がどのように影響しあっているの

か、3つの概念の関係性を構造化するうえで適切な手法をとられ、これまでの知見に加えて新たな示唆

が得られており、よって本論文は博士論文に適合すると考える。 

一方で、調査対象者の選定にあたってデイケア施設を窓口として実施しており、回収率が低く、また

調査協力を得られなかった理由も様々であり、地域で暮らす統合失調症者全般に本理論モデルが適合す

るかという点は疑問として残った。またpersonal recoveryという概念の定義が不明確であったために、

研究結果を今後の実践にどのように応用していくのかの検討が必要であった。これらの指摘をふまえ、

今後の課題として引き続き研究を深めていってほしい。 


